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Microseisms at Oshima Island due to typhoons are investigeted. The period . of the 

microseisms is comparatively short (3.0-3.5 sec) for a typhoon passing along the coast of 

Honshu from SW to E. But it becomes about 4.0 sec when the typhoon def1ects to the north 

after its passing near the islaIfd. The period in refer to 'a typhOOIl pa，ssing over the $outhern r 

sea far off the coast of Honshu is rather long (4. 0--'-6 . 5 sec). 

Generally， the amp1itude is comparatively small， but it amounts to 10-20μwhen a typhoon 

is. approaching the island， from the east. But 'when the ~ourse 1ies along the coast of Honshu 

it becomes only 5-10μ. It increases rapidly as the typhoon center comes close to the island， 

but sometimes its largest value is reached after the center has pasfled nearest to the island. 

The effect of local wind on microseisms is also examined. 

S 1.はしがき

脈動の誘因と考えられる台風(低気圧〉の経路，うねりなどによって脈動の振l幅，周期，振動型

たどの変化の状態は，多くの人々によって種々論ぜられている. しかし，脈動はその土地の地形，

地盤によって異なり，また，個々の台風の移動状況でも変るものであるので，個々の土地について

の脈動を調査して沿くととも，脈動を研究する土に沿いて重要た事柄である.筆者は台風によって

誘起された大島に沿ける脈動を調査したのでととに報告する.

S 2.' 台風の位置と脈動

_E. Wiechertや B.Gutenberg.は)振動の発生論を海岸に打ち寄せる波の衝撃によって起され，ま

た，ある人は海面に生じた波自体の海底に及限、す圧力によって生ずるく1)ものであるとした.また，

地質学的に新しい地唐の平地では，特にそれがよく現れるが，堅い岩盤の地方ではそれが微弱であ

るばかりでなく，現れる度数もまたまれであるωといわれている.また，振l隔については台風(低

気圧)が太平洋のうちでも関東以西の沖にあるときはまだそれほどでもたいが，房総以北の沖に出

るときは特に著しく発達するものであるくめともいわれている.筆者はとれらのととに注目して，特

に大島附近を通過した 51固rD台風について調査を行った.匂

骨 ReceivedSept. 28， 1953 

州大島測候所
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台風による大島の脈動について一一塚回

Table l Table of typhoons 

Number Cen仕al Data observed at Oshima 
Name Date pressure min i max wind 

pres~ure I velocity 

1 Aion 16IX -'-17IX1948 940mb 943.0mb SW 39.0m/s 

2 Agnes 19XI -20XI1948 980 999.6 N E 14.7 

3 Kitty 31 VIIl-1IX1949 960 960.2 S SW32.5 

4 Patricia 27x -28X1949 950 988.0 NNE34.3 

5 Dinah 23VI -24 VI1952 980 '984.4 S SW32.8 

Table 2 Constants of Instruments 

EW Component NS Component 
Date 

V To V V To V 

1948 IX 16 113 3，8 5.0 86 4.1 5.0 

// XI 19 95 4.1 5.0 95 3.7 3.0 

1949四 31 78 4.1 3.0 78 4.5 3.0 

ノク x 27 121 3.2 2.3 102 3.9 3.1 

1952 VI 23 98 3.2 5.0 100 3.3 6.6 

Wiechert (Oshima) : Mass 200kg 

9 

調査の対象とした台風

は Table1に示すとな

りである.資料は中央気象

台台風経路図によった.脈

動の観測方法は，地震観測

法 (1952年版〉による.使

用地震計は Wiechert式で

ある.な長，地震計の固有

周期，告lj振度，倍率をそれ

ぞれ Table2に示した.

とれらの台風に伴った大

島にゐける脈動の振l福島よ

び周期を読みとり，その値

を台風のその時刻に長ける

中心位置に記入すると Fig.

1 .jなよび、 Fig.2のようにたる. とれらの図から判断すると，周期は Aion，Agnes (1..)ように，ーそ

の中心が四国沖から本土に接近しつつ東進した場合は 3.0--3.5sec く・らいが多く， Dinahのよう

に本二丘のι海岸沼いか，または上陸して東進した場合はさらに短かく 2.0sec前後とたり，とれらの

台風が大島附近を通過して銚子沖を東に

進むときは，やはり 3.0sec前後である

が，北東に進むときは 4.0sec前後，

Kittyのように真南から真北に通過した

場合は，その中心が大島より南にあると

きは 3.0sec前後で，八丈島より南では

2.7sec くらいになっている. とれが大

島附近で長く 4.0sec前後となり，内陸

から日本海陀抜けるにしたがって漸次短

かくたりつつある.'Patriciaだけは本土

をはるか隔たった南海上を遁遁し，中心

が大島附近より前商に当るときは周期は

~ 

Fig.1 The periods of rrticroseisms observed 
at Oshima (sec) 

4.0sec以下であったが， 通過後の後面は急:に長くたり 4.5--6.5sec くらいにたったー
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10 験震時月報 19巻 1号

Fig.2 The amplitudes of microseisms 

要するに，周期は台風の中心が本土治

いに南西から東に抜ける場合は 3.0~

3.5secで短かく， 進行方向が大島附

近を通過後北に偏すると 4.5secくら

いにたり，本土の南海上を通った場合

は，比較的長く 4.5~6.5sec くらいに

なるものと思われる.

三えに， 振幅は Dinahのように，本

土の南海岸治いか，または上陸して東

進した場合は比較的小さく，台風中心

の前商ではわずか 5~10μ で，中心が・

observed at Oshinna. 接近するにしたがい大きくなるが中心

が大島附近でも 25μ くらいで通過後漸弐小さくなった.本土を少し離れて東進した Agnesの場合

は， Dinahよりも大さく， 中心の前面では 15~25μ で中心が近づくにしたがい大きくたるが，中

心が大島附近で 25~28μ， 通過直後が念に大きくたり 30，....;.33μ に達し，いったんまた房総半島附

近でちょっと小さく 26~27μ となり，房総沖へ出た直後にふたたび、 32"'33μ とたって次第に一小さ

くなった. 本土を離れて北東進した Aionでは中心の前面で 10"-'20μ，中心が接近して来て 25"-'

26μ，中心の通過直後 45"'50μ となり，中心が遠ざかるにしたがって小さくなった.本土の真南か

ら北迭して来た Kitty(2)場合は八丈島附近では 10，，-，15μ，中心が北主するに伴い大きくなって 20

"'25μ，中心附近で 30"'35μ，中心通過直後 45μ となりきた第に小さくたった.本邦の南海上を通っ

た Patriciaは中心の前面では 5"-'10μ，近づくにしたがって 10"-'20μ，中心と大島の最短距離の位

置で 30"-'35μ，以後次第に大きく 40"'50μ，50"'60.μ と東方海上ヘ抜けるほ左大きくなり，振幅の

最大は大島東方 650kmの位置で 75"'78μ に達し，以後は遠ざかるにしたがい漸弐減少した.

要するに， 振|隔はいずれの台風の場合でも， 台風中心の前面では小さく 10"，20μ で，ととに，

本土海岸泊いを東進して来た場合は 5'"10μ でわずかであり，台風の中心附近では急:に増加するが，

中泌附近よりもむしろ通過直後に激増，し，その差が 10"-'15μ にも達するものもある.

Patriciaのように，はるか南海上を通る場合は振Ip高が特別大きく，本土沿いほとソj、さいが，とれ

は台風申心、から発散されるうねりが本土接近の場合は，直接本土に衝突してうねりの速度も，エネ

ルギーも削減されるので、はなかろうか.

Table 1に見られるように， 各台風による最大風速がほとんど変らないのに振幅がまるっきり

異なっているのは，大きい脈動は風によって誘起されるもので、はないからであるラ.
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11 台風による大島の脈動について一一塚回

Frequency distribution of the 

NS~ωゃωμït

とれらの台風による大島の脈動

の周期を成分別に 0;5secごとに分けた

頻度をとると Fig.3のようになり，とれ

し、ま，

§
払

i
b

E-W成分とも 3.0N-S， によると

--3.5secが一番卓越し，次は 3.5--4.0

5.5--sec， 2.5;"';"3. Osec， 4. 0"-'4. 5sec， 

6.0secの)1買とたっている.

新潟の冬期の季節風による脈動の卓越
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日本海を低気

圧が東進する場合であるωと述べられて

周期も 3.0"-'3. 5secで，

正んIcih併仰if;

Fig.3.1 

いるが，太平洋を台風が通過する場合も

同じものと思われる.

チ〈に台風が接近して来ると大島では平

均どのくらいの振Ip高になるかを見るため

に，調査した 5個の台風について，
戸町、

ゐ宅、J島大

ユ§

)内

別の振i隔の平均，

よび、頻度を Table3に示した. ( 

を中心とした km

の数字は頻度を示す.
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な沿， Fig.l，2では大島を中心とし

た 200，400， 600krnの円が描かれて

あるからあわせて参照されたい.

Fig.3.2 
台風のTable 3からわかるように，

中心が大島の前面である場合と，後面

Table 3 Average aniplitudes of microseisms (Number in brackets shows frequency). 

1mstan- Distance of departing typhoon 

500~k30m 0l 1300~k20m 0l 1200~k10m 0l 1100~kO m O~10k0m ||100~k20m 0i |200~k30m 0l 1300~k50m 0 

く 10μ 7.8(1.2) 9.5(1.1) 4.4(2.3) 8.5(0.6) 7.6(2.8) 4.9(3.4) 

10~20 13.9(2.8) 14.3(6.8) 16.6(7.4) 14.0(1.1) 13.8(1. 7) 13.1(2.3) 16.3(2.3) 14.6(3.1) 

20~30 22.9(2.3) 25.4(5.1) 26.1(6.8) 26.8 (2. 3) 26.5(3.4) 24.0，3.4) 
30~40 34.0(1. 7) 35.1 (1. 7) 33.0(2.8) 35.5(1.1) 

40~50 44.6(4.5) 46.1 (1.1) 41. 4 (1.1) 41'.2(1:1) 

50~60 52.6(1.1) '53.1(0.6) 

38.3 

.--:" 11ー
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i2 験震時報 19巻 i母

である場合とでは，平均振l隔に3ないて 100km以内では 13.9μ，100"-'200km以内では 9.8μ，200 

"-'300kmでは 8.8μ，300"-'500km以内でば 27.4μ と， いずれの距離に3ないても台風D前面より

も，中心が通過した後面に1ないて振Ip置が大きくたっているのが注目される.

ただし， 後商の場合CD300'-"500km以内
.!;c 

の平均振幅が 38.3μ と大きく出ているのは，

Patriciaが南海上を通ったのが特に大きた振

i隔を描き，それが加算されているからである.

脈動と大島の気，象状態を比較してみるために

Aionの場合を Fig.4に示した.との図によ

って台風の前面で、は徐々に振l隔が大‘きくた

り，中心附近で急:激に増加し，通過直後に最

大を示し，後面に沿いては急:減している様子

がよく伺える.

また，風向別による振幅の変化はあまり変らないようにみえるが，実際はそうではないらしい.

~ 3.‘風による振動

台風による土地CDfi反動振l隔の治長は実際には当然風圧のため建築物，樹木その他風による風浪た

どによる大地の振動が加わって現れているものと思考される.現に大島では，庁合の南側にある風

力塔 (27m)が風速の大なるときはかなりの振動を起している.したがって，台風から発散される

うねり自身によって起りうる土地の脈動は，
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Fig.5 The relation between the wind velocity 

and the. amplitude of microseisms. 
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とれらの障害物により誘発される振動を差し

51かたくてはならないものと J思うかように

して除いた土地の振動は，ほぼ， うねりによ

る脈動と思われる.

上記の考えから本邦附近に台風(低気圧)，

前線の全く影響したいと息われる比較的うね

りの起りそうもない日を選んで，その日の風

だけによる振動を読みとり風速との関係を

Fig.5 rc示した.た長， NE寄りの風と S

W 寄りの風の吹いた日を比較するため N

E寄りの風の日は 1953年5月19日， sw寄

りの風の日は 1953年4月26日を選び， それ

-12ー



台風による大島の脈動について一一塚田 13 

らの日の天気図を参考までにFig・ IQs-3J吹26.剥4し 1 '15'3.τl守. '1~し
co Too  10 ~・0

6に;両日に長ける風向，風速と "'~""""..lー

振l幅との比較をそれぞれTable4 

に示した.

まず，との表を見て告かしく思

われるのは， NEの風がSSWの

風に比較して弱いのに振Ip唱が大き

く現れているととである.その上，

特に障害にたると思われる風力塔

が地震計室(庁合〕の南側約 8m Fig.6 Weather. Charts. 

の所にあり，しかも， S.SW寄りの風はNE寄りの風よりも，っかに強く吹く特性を持っているの

で，当然SSW寄りの風で振l隔が大きくならたければならないと思bれるのであるが，実際はそう

ではないのである.その理由として，

Ci) 風のあるときは，その圧力により地物も動揺し振動を起すが，とれはきわめて微弱なもの

でrむしろ，風による風浪が土地を振動させるほうの力が強いとと.

てable4 Comparison of amplitude of microseisms with wind direction and velocity 
(May 19 and Apr. 26，1953) 

Hour 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1943 Wind direction NNE NNE NE NE NE NE NE NE NE 
V 

Wind ve(lmoc/ist) y 
19 5.7 6.7 8.5 8.7 8.5 8.7 9.3 7.1 6.9 

i Ampli加de(μ) 3.4 3.2 3.8 4.3 3.8 4.0 4.2 4.4 3.6 

Hour 10 11 12 13 14 15 16 17 average 

Wind direction NE NE NE NE ENE ENE E ESE NE 
ノア

Wind ve(lmoc/ist) y 6.3 7.6 7.3 6.5 ち.3 7.3 6.1 5.9 7.2 

Amplitude(μ) 3.5 4.3 3.4 2.8 3.0 2.5 2.3 2.2 3.5 

Hour 8 9 10 11 12 13 14 15 16 
1953 Wind direction sw SW SSW SSW SSW ssw SSW SSW SW 
百

。

26 
Wind ve(lmoc/ist) y 9.6 10.8 10.8 11.0 12.5 10.5 11.7 11.0 11.2 

Amplitude(μ) 2.0 2.1 2.2 2.0 2.1 2.1 2.2 2.7 2.3 

Hour 17 18 19 20 21 22 23 24 average 

Wind direction SW SSW SW ssw ssw SSW SSW SSW SSW 
// 

Wind ve(lmoc/ist) y 10.1 10.1 9.4 9.8 9.6 9.4 9.8 8.5 10.3 

Amplitude(μ) 2.6 3.1 2.7 2.4 2.1 2.1 2.1 2.0 2.3 
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14 験震時報 19，巻 1号

くii) 大島全体の地形と測候所の位置により NECD風のときは海岸から測候所まで約 3km，S S 

WCD風のときは約 6kmCD距離とたり，とのためSSWCD風により起る風浪は海岸に当り，伝ば1"

，るうちにその振動がNEの風によるそれよりも大きくても距離が約 2倍のため激減されて， NECD 

風D振幅よりも小さく現れるので、はなかろうかと思われる.

Table 5 Amplitude of microseisms 

dueto ，local wind (μ) . 

¥wd出下¥1加i氾¥詑削WdVdimzn1ihedom士¥znI1い¥囚凹下、l句¥¥¥¥ 蜘¥~司」 5 10 15 20 30 

NE 2 5 6 7 9 

ssw 。2 4 /・ / 

風により障害になると思われる振|隔を Fig.5から

推定すると Table5のようである.との推定振l隔を

脈動の振|幅から差し引けば，ある程度のうかりによる

脈動振l隔が求められるのではたかろーうか.

~4. 結び

簡単たがら，大島の脈動にてコいて弐の暗示が与えら

れるものと思う.

くi) 周期，振幅とも他所と比較して小さく現れているのは，台風が太平洋岸近くを遁遁，したも

のの資料が多かったためか，あるいは，大島は地質学的にみて，火山岩である安山岩質玄武岩の比

較的堅い岩石を基盤とした土地であるためであろうか.

(ii) 脈動から風向，風速別の建築物，樹木，風浪などによる振l隔を除けば，ほほ、確からしいう

ねりの振幅が求められるので、はなかろうか.

最後にヒ γ トを与えていただいた小黒技術係長，調査の御手伝いをしていただいた浅沼氏並びに

本論を見ていただいた中央気象台地震課の本多彪，広野卓蔵両先生に深謝する女第である.
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